
平
成
二
十
年
五
月
十
六
日
提
出

質

問

第

三

九

三

号

二
〇
〇
一
年
十
二
月
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
Ｎ
Ｇ
Ｏ
東
京
会
議
で
の
草
の
根
・
人
間
の
安
全
保
障
無
償
資
金

協
力
の
資
金
の
使
途
及
び
Ｎ
Ｇ
Ｏ
参
加
を
め
ぐ
る
外
務
省
の
説
明
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

鈴

木

宗

男
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二
〇
〇
一
年
十
二
月
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
Ｎ
Ｇ
Ｏ
東
京
会
議
で
の
草
の
根
・
人
間
の
安
全
保
障
無
償
資
金

協
力
の
資
金
の
使
途
及
び
Ｎ
Ｇ
Ｏ
参
加
を
め
ぐ
る
外
務
省
の
説
明
に
関
す
る
質
問
主
意
書

「
政
府
答
弁
書
」
（
内
閣
衆
質
一
六
九
第
三
二
二
号
）
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

二
〇
〇
一
年
十
二
月
六
日
の
自
民
党
の
外
交
関
係
合
同
会
議
に
お
い
て
、
当
時
の
小
原
雅
博
外
務
省
無
償
資
金
協
力
課
長

が
、
同
年
同
月
に
開
催
さ
れ
た
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
Ｎ
Ｇ
Ｏ
東
京
会
議
（
以
下
、
「
東
京
会
議
」
と
い
う
。
）
へ
参
加
す

る
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
活
動
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
渡
航
費
に
草
の
根
・
人
間
の
安
全
保
障
無
償
資
金
協
力
（
以
下
、
「
草
の
根

資
金
協
力
」
と
い
う
。
）
の
資
金
を
充
て
る
こ
と
を
外
務
省
が
考
え
て
い
る
旨
の
説
明
を
し
た
が
、
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員

よ
り
、
「
草
の
根
資
金
協
力
」
の
資
金
は
そ
の
様
な
形
で
使
え
な
い
旨
の
指
摘
を
受
け
、
同
月
二
十
日
の
同
じ
会
議
に
お
い

て
、
右
の
説
明
を
し
た
こ
と
は
不
適
切
で
あ
っ
た
旨
の
説
明
を
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
外
務
省
は
先
の
答
弁
書
で
も
、
外
務

省
が
保
管
す
る
文
書
か
ら
は
明
ら
か
で
は
な
い
と
し
て
、
な
ぜ
外
務
省
が
そ
の
様
な
間
違
っ
た
判
断
を
し
た
の
か
は
わ
か
ら

な
い
旨
の
答
弁
を
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
前
回
質
問
主
意
書
で
、
当
時
の
詳
細
な
い
き
さ
つ
は
わ
か
ら
な
い
に

し
て
も
、
「
草
の
根
資
金
協
力
」
の
資
金
の
使
い
方
に
つ
い
て
外
務
省
が
間
違
っ
た
判
断
を
し
た
こ
と
は
認
め
る
べ
き
で
は

な
い
の
か
と
問
う
た
と
こ
ろ
、
「
政
府
答
弁
書
」
で
は
「
外
務
省
が
保
管
し
て
い
る
文
書
に
よ
れ
ば
、
先
の
答
弁
書
（
平
成

一



二
十
年
四
月
十
一
日
内
閣
衆
質
一
六
九
第
二
五
九
号
）
三
か
ら
七
ま
で
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
平
成
十
三
年
十
二
月

二
十
日
に
開
催
さ
れ
た
自
由
民
主
党
外
交
関
係
合
同
会
議
に
お
い
て
、
外
務
省
側
よ
り
、
同
月
六
日
の
同
じ
会
議
で
、
草
の

根
無
償
資
金
協
力
（
当
時
）
に
よ
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
Ｎ
Ｇ
Ｏ
東
京
会
議
（
以
下
「
東
京
会
議
」
と
い
う
。
）
に
か

か
る
経
費
の
一
部
の
支
援
を
行
う
こ
と
を
考
え
て
い
る
旨
説
明
し
た
こ
と
は
不
適
切
と
し
つ
つ
、
更
に
検
討
し
た
結
論
に
つ

い
て
、
改
め
て
説
明
し
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
右
は
外
務
省
と
し
て
、
当
初
「
東

京
会
議
」
に
際
し
て
「
草
の
根
資
金
協
力
」
の
資
金
を
制
度
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
形
で
使
用
し
よ
う
と
、
い
わ
ば
不

正
流
用
し
よ
う
と
し
た
こ
と
は
認
め
る
も
の
か
。
明
確
な
答
弁
を
求
め
る
。

二

当
時
の
い
き
さ
つ
の
詳
細
は
わ
か
ら
な
く
て
も
、
少
な
く
と
も
外
務
省
が
「
草
の
根
資
金
協
力
」
の
資
金
を
間
違
っ
た
方

法
で
不
正
流
用
し
よ
う
と
考
え
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
外
務
省
と
し
て
真
摯
な
反
省
を
し
て
い

る
か
。

三

「
政
府
答
弁
書
」
で
は
、
「
東
京
会
議
」
の
主
催
者
は
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
あ
っ
た
と
の
答
弁
が
な
さ
れ

て
い
る
が
、
過
去
に
外
務
省
が
管
轄
す
る
「
草
の
根
資
金
協
力
」
等
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業
に
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
が

関
わ
っ
た
こ
と
は
あ
る
か
。

二



四

三
で
、
あ
る
の
な
ら
ば
、
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
よ
っ
て
「
草
の
根
資
金
協
力
」
等
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
事
業
が
適
正

に
行
わ
れ
ず
、
外
務
省
に
対
し
て
同
Ｎ
Ｇ
Ｏ
よ
り
資
金
の
返
還
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
あ
る
か
。

五

二
〇
〇
二
年
一
月
十
五
日
、
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
は
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
の
ラ
フ
モ
ノ
フ
大
統
領
と
会
談
し
、
翌
々
日
の
十

七
日
に
ロ
シ
ア
に
入
っ
た
と
承
知
す
る
が
、
確
認
を
求
め
る
。

六

佐
藤
優
起
訴
休
職
外
務
事
務
官
の
著
書
「
国
家
の
罠
」
（
新
潮
社
）
の
百
八
頁
に
、
「
佐
々
江
審
議
官
の
別
件
と
は
、
ア

フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
復
興
支
援
東
京
会
議
に
参
加
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
つ
い
て
、
鈴
木
氏
の
了
承
を
求
め
る
こ
と
だ
っ
た
。
佐
々
江
氏

は
、
『
も
う
タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
で
す
の
で
』
と
前
置
き
し
た
上
で
、
『
ピ
ー
ス
ウ
ィ
ン
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
、
ジ
ャ
パ
ン
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
は
か
つ
て
問
題
を
起
こ
し
た
団
体
で
、
特
に
カ
ネ
の
使
途
で
問
題
が
あ
っ
た
の
で
、
今
回
は
外
し
ま
す
』
と
い

う
外
務
省
の
判
断
を
伝
え
た
。
鈴
木
氏
は
、
『
そ
れ
で
い
い
よ
』
と
答
え
た
。
」
と
、
二
〇
〇
二
年
一
月
十
七
日
の
夜
、
モ

ス
ク
ワ
の
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
当
時
審
議
官
の
任
に
就
い
て
い
た
佐
々
江
賢
一
郎
氏
が
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
に
対
し
て
、

「
東
京
会
議
」
に
参
加
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
一
幕
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
が
、
外
務
省
は
右
の
記
述
を
承

知
し
て
い
る
か
。

七

佐
々
江
氏
は
六
の
記
述
に
あ
る
発
言
を
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
に
し
た
事
実
を
記
憶
し
て
い
る
か
。

三



八

「
政
府
答
弁
書
」
で
外
務
省
は
「
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
外
務
省
が
保
管
し
て
い
る
文
書
か
ら
は
確
認
で
き
ず
、
お
答
え

す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
」
と
、
外
務
省
が
「
東
京
会
議
」
の
主
催
者
で
あ
る
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
対
し

て
、
「
東
京
会
議
」
に
出
席
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
の
宿
泊
費
等
に
「
草
の
根
資
金
協
力
」
の
資
金
は
使
え
な
い
旨
の
説
明
を
行
っ
た

際
に
、
外
務
省
と
し
て
間
違
っ
た
判
断
を
し
た
、
認
識
違
い
で
あ
っ
た
旨
の
説
明
は
し
た
か
否
か
、
ま
た
右
の
説
明
を
行
っ

た
際
に
、
外
務
省
自
身
の
判
断
違
い
、
認
識
違
い
で
あ
っ
た
と
い
う
趣
旨
で
は
な
く
、
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
の
圧
力
に

よ
っ
て
「
草
の
根
資
金
協
力
」
の
資
金
が
使
え
な
く
な
っ
た
旨
話
し
た
と
い
う
事
実
は
な
い
か
否
か
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な

い
と
の
答
弁
を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
が
ジ
ャ
パ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
圧
力
を
か

け
、
「
東
京
会
議
」
に
出
席
で
き
な
く
な
っ
た
旨
の
報
道
が
な
さ
れ
た
と
承
知
す
る
が
、
「
東
京
会
議
」
へ
の
ジ
ャ
パ
ン
・

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
出
席
を
め
ぐ
り
、
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
が
圧
力
を
か
け
た
と
の
批
判
が
各
報
道
で
な
さ
れ
た
こ
と

を
外
務
省
も
記
憶
し
て
い
る
か
。

九

八
の
様
な
報
道
が
な
さ
れ
た
き
っ
か
け
は
何
で
あ
る
と
外
務
省
は
認
識
し
て
い
る
か
。

右
質
問
す
る
。

四


